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P T 全 体 会 議 備 忘 録 № １ 

日    時 平成１９年４月１１日（水） ８：３０～８：５０ 

会    場 庁議室 

出  席  者 

効率性G：黒木、篠津、田川、玉井、橋本、藤岡、若山 

しくみG：岩下、佐藤、團野、前田、山下、和田 

事務局：毛利、中村、原田 

内                 容 

テ ー マ コ メ ン ト 

１．情報交換 

○研究会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「★資料室」の活用 

 

 

 

 

 

○その他、情報交換事項 

 

 

 

 

２．調整事項 

○タスクボード作成の進捗状況 

 

 

 

 

 

 

効率性研究 G：現在まで１回会議を開催。当面は、オリエン

テーション資料にあった研究の視点を基本に研究を進める

こととし、その中で削除するもの新たに加えるものを整理

していく。まず「行政の効率性と望ましい規模」について

２ヶ月程度をかけて研究に着手する。来週に会議を予定。 

 

しくみ研究 G：現在まで１回会議を開催。オリエンテーショ

ン資料で示された研究の視点がいまひとつ明確に理解でき

ないところがあり、その点を再度整理することにしている。

国、県のしくみも含めて理解を深めるため、各種資料の理

解を進めている。近日中に会議を開催する予定。 

 

事務局：Mドライブ内に資料室フォルダーを作成しているの

で、情報共有に活用を。今のところ、地方分権や道州制に

関する国や経済団体の動向などの情報を入れている。随時、

更新する予定。メンバーも研究に有効な情報などがあった

ら入れて活用してもらいたい。 

 

特になし 

 

 

 

 

 

事務局：オリエンテーションでも説明したとおり、タスクボ

ードを４月中に作成してもらうことになっている。 

・タスクボードは、研究の目標を管理するものであり、その

ためには、先ず課題（タスク）の洗い出しが重要になる。

グループ内で十分に議論した上で、タスクボードを作成し

てもらいたい。 

 



2/2 

○研究会備忘録の作成 

 

 

 

 

○モチベーションカレンダーの活用 

 

 

 

 

○ＰＴ専用ＨＰの作成 

 

 

 

 

 ○有識者研修 

 

 

 

 

 

事務局：すでにグループごとに研究会がスタートしている。

相互に情報を共有するため、また事務局として進捗状況を

把握するためにも、記録担当の方は「備忘録」の作成をお

願いする。 

 

事務局：モチベーションカレンダーは、研究会を運営する上

での、気持ちの見える化に有効であるので、ぜひ活用して

もらいたい。効率性研究Gで、顔文字と併せてコメントを

併用していたが、いいアイデアだと思う。 

 

事務局：事務局で、早い時期に２０１６ＰＴ専用のページを

作成したいと考えている。 

・その後、グループごとの会議の内容などを随時アップして

いってもらい、研究経過の情報を公開していく。 

 

事務局：有識者からレクチャーや助言をうける研修を、早い

時期に行うことにしているが、現在、佐賀県多久市の横尾

俊彦市長にお願いすることで日程調整を行っている。 

・同市長は、九州府構想をまとめ、地方分権改革推進委員会

委員にも就任されており、九州府構想や地方分権などに広

い知識と経験があり、研究活動を進める上で有意義な話が

聞けると考えている。 

・研修日程は、５月の中旬頃までのできるだけ早い時期で、

調整したい。 

・メンバーの日程調整は、スケジュール管理で行うので、各

自仕事上外せない会議や出張などのスケジュールは、確実

にスケジュール管理に入れておいてもらいたい。 

・研修時間は、２時間程度で、前半は「九州府構想とこれか

らの基礎自治体のかたち」をテーマに、横尾市長からのレ

クチャー。後半は、ＰＴメンバーと横尾市長のフリーディ

スカッションを予定している。 

・研修は、当方がマイクロバス等を利用して多久市を訪問す

るかたちとなる。 

・視察研修の日程が決定したら、スケジュール管理でお知ら

せする。 

・フリーディスカッションの内容については、後日ＰＴ全員

で事前打合せを行いたいと考えている。 

 
 


